
サステナビリティ・ファイナンスを通じた資金調達の実施

高速道路の建設などの事業に必要となる資金は、社債の発行や金融機関からの借入により調達しており、事業を着
実に進めるため、安定的な調達に努めています。
2023年には環境・社会課題の解決に資する事業に充当することを目的として、（株）格付投資情報センターからサス

テナビリティ・ファイナンスに係る第三者評価を高速道路会社で初めて取得しました。サステナビリティ・ファイナンス
を通じて阪神高速道路（株）の事業意義や取り組みにご理解をいただいた多くの金融機関や自治体などの投資家の皆さ
まから、融資・投資をいただいているところです。
2024年度は、990億円を調達し、9件の融資表明※、81件の投資表明※をいただきました。調達した資金については

リニューアルプロジェクトや道路照明のLED化などの事業に充当しております。
引き続き事業活動に必要不可欠な資金をサステナビリティ・ファイナンスによって調達し、環境・社会課題の解決に

資する事業を通じて持続可能な社会の実現および持続的な企業価値の向上を目指していきます。

※  金融機関や投資家がSDGsを推進する取り組みとして、SDGs推進に寄与する融資や債券の購入を行うことで、持続可能な社会の実現に貢献し、社会
的使命・役割を果たしていくことを対外的に公表すること。

損益状況の実績（連結）

項目 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

営業収益 1,963 2,179 2,501 2,528 2,605

高速道路事業 1,832 2,030 2,315 2,312 2,419

料金収入等 1,607 1,709 1,774 1,790 1,861

道路資産完成高 225 320 540 522 558

関連事業 133 152 190 219 190

受託事業 75 94 131 154 121

その他（関連）事業 57 58 59 64 68

セグメント間取引消去 ▲ 2 ▲ 3 ▲ 3 ▲ 3 ▲ 4

営業費用 1,956 2,144 2,478 2,487 2,584

高速道路事業 1,838 2,005 2,300 2,283 2,410

道路資産賃借料 1,200 1,242 1,315 1,312 1,355

道路資産完成原価 225 320 540 523 571

管理費用 412 442 445 447 483

関連事業 120 142 180 207 179

受託事業 75 94 131 155 122

その他（関連）事業 44 47 48 52 56

セグメント間取引消去 ▲ 2 ▲ 3 ▲ 3 ▲ 3 ▲ 4

営業利益（損失▲） 7 34 23 40 21

高速道路事業 ▲ 6 24 14 29 9

関連事業 13 9 9 11 11

経常利益 11 36 25 42 28

親会社株主に帰属する当期純利益 0 26 17 25 24

（単位：億円）

※ その他（関連）事業は、休憩所等事業、駐車場事業、道路マネジメント事業、事業者支援コンサルティング事業等を含んでいます。
※ 単位未満を切り捨て表示しているため、表上の計算は合わない場合があります。
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